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平
成
五
年
度
全
国
大
会
が
、
七
月
三
日
に

四
日
市
市
民
文
化
会
館
に
於
て
催
さ
れ
た
。

地
理
的
な
不
便
さ
、
梅
雨
、
予
約
な
ど
不
安

材
料
が
多
く
心
配
さ
れ
た
が
、
遠
く
は
岩
手
、

福
岡
、
島
根
、
香
川
な
ど
か
ら
、
師
名
の
参

加
を
得
た
。

詳
し
い
リ
ポ
ー
ト
は
次
号
に
譲
っ
て
、
概

要
の
報
告
を
し
ま
す
。

大
会
に
先
立
っ
て
、
午
前
中
に
全
詰
連
の

幹
事
会
が
開
か
れ
た
。
内
容
以
下
の
通
り
。

一
、
役
員
改
選

会
長
岡
田
敏

副
会
長
森
田
正
司

幹
事
門
脇
芳
雄
柳
田
明
角
建
逸

宇
佐
見
正
明
石
六
郎
水
上
仁

平
成
五
年
度

〃
〃
″
″
〃
〃
〃
〃
〃
霞
″
珍
奇
舟

i蕊
〃'吃

清
水
一
男
酒
井
克
彦
関
半
治

柳
原
裕
司

会
計
小
島
正
司

監
査
役
安
平
昭
二

ま
ず
、
幹
事
全
員
の
留
任
が
確
認
さ
れ
、

次
に
、
新
会
計
の
小
島
氏
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
会
長
、
副
会
長
の
選
出
。
岡
田
会

長
は
再
選
さ
れ
た
が
、
門
脇
副
会
長
の
辞
意

が
固
く
、
新
し
く
森
田
氏
が
副
会
長
に
選
出

さ
れ
た
。

そ
の
森
田
副
会
長
か
ら
、
「
東
北
支
部
は
じ

め
各
地
の
グ
ル
ー
プ
（
彩
棋
会
、
詰
工
房
、

駿
棋
界
、
香
龍
会
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
、
九
州
Ｇ
他
）

か
ら
、
適
任
者
を
幹
事
と
し
て
は
ど
う
か
」

と
提
案
が
あ
り
、
可
決
さ
れ
た
。
各
グ
ル
ー

ブ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
可
》

二
、
平
成
四
年
度
会
計
監
査
報
告

三
、
看
寿
賞
選
考
委
員
会
報
告

四
、
段
位
認
定
委
員
会
報
告

作
家
の
部
の
規
定
案
を
討
議
。
整
理
で
き

次
第
誌
上
に
て
発
表
す
る
。

五
、
詰
将
棋
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会

門
脇
委
員
長
を
中
心
に
推
進
す
る
。

六
、
詰
棋
書
整
理
、
保
存
委
員
会

森
田
委
員
長
を
中
心
に
推
進
す
る
。

七
、
詰
将
棋
年
鑑

必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
問
題
が
多
く

審
議
未
了
と
な
る
。

八
、
次
回
の
開
催
予
定

来
年
五
月
の
連
休
に
東
京
地
区
で
開
催
。

世
話
人
代
表
は
金
子
清
志
氏
。

平
成
五
年
度
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
全
国
大
会

参
加
者

岩
手
原
田
章
雄

埼
玉
大
村
昌
利

千
葉
栗
山
義
史

東
京
大
橋
健
司
金
子
清
志
川
清
雄
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佐
藤
宗
弥

相
馬
慎
一

湯
川
博
士

神
奈
川
馬
詰
恒
司

柳
田
明

静
岡
佐
野
公
男

愛
知
岡
本
正
貴

関
半
治

長
谷
川
隆

岐
阜
篠
田
義
雄

三
重
井
上
久
良

田
原
宏

奈
良
岩
本
修

滋
賀
林
泰
伸

京
都
菊
田
裕
司

大
阪
明
石
六
郎

塩
田
洋

弘
光
弘

兵
庫
宇
佐
見
正

香
川
井
内
直
紀

島
根
高
見
秀
夫

福
岡
江
崎
正
美

佐
生
和
弘

乾
俊
雄

白
川
幸
司

大
和
敏
雄

水
上
仁

清
水
一
男

林
隆

岡
田
敏

木
村
詞

高
木
伸
英

深
井
一
伸

清
水
英
幸
角
建
逸

森
田
正
司
山
下
雅
博

湯
村
光
造

門
脇
芳
雄
谷
川
俊
昭

入
尋
久
晴

柳
原
裕
司
》

田
代
達
生

小
島
正
司

長
谷
繁
蔵

須
藤
大
輔

真
弓
和
也

鈴
木
芳
己

橋
本
守
正

山
田
剛

今
大
会
に
当
た
一
一
て
次
の
万
々
よ
じ
ご

寄
付
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
御
礼
の
言
葉

と
と
も
に
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
鈴
木
芳
己

佐
藤
宗
弥
「
う
づ
潮
」
帥
冊

一
、
小
島
正
司
書
籍
売
上
金

一
、
詰
将
棋
研
究
会
詰
棋
め
い
と
別
冊

一
、
門
脇
芳
雄
金
壱
万
円
也

一
、
大
橋
健
司
金
壱
万
円
也

一
、
山
下
雅
博
金
五
千
円
也

大
会
の
内
容
（
喝
時
ｌ
Ⅳ
時
）

｜
、
開
会
挨
拶
岡
田
敏
会
長

二
、
来
賓
挨
拶
小
林
健
二
入
段

三
、
看
寿
賞
選
考
結
果
発
表
森
田
正
司

受
賞
者
及
び
作
品
紹
介

四
、
全
幹
事
紹
介

五
、
大
い
な
る
発
言
全
員

六
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
東
京
詰
工
房

あ
ぶ
り
だ
し
組
曲
岡
田
敏

初
型
曲
詰
「
ト
ウ
カ
イ
」
岩
本
修

七
、
閉
会
の
挨
拶
森
田
正
司
副
会
長

指
導
対
局
の
あ
い
間
に
会
場
に
顔
ゞ
を
出
さ

れ
た
小
林
入
段
に
、
突
然
、
ご
挨
拶
を
お
願

い
し
て
侠
諜
》
強
得
ま
し
た
。
そ
の
一
部
は
、
「
よ

く
、
プ
ロ
棋
士
の
頭
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
と
聞
か
れ
る
が
、
私
の
方
こ
そ
、
難

し
い
詰
将
棋
を
解
い
た
り
、
作
っ
た
り
す
る

人
の
頭
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
知
り

た
い
も
の
で
す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
誌

上
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
（
蝿
時
ｌ
別
時
）

肥
時
よ
り
別
室
に
て
、
小
林
八
段
、
清
水

女
流
王
将
他
の
プ
ロ
棋
士
を
混
じ
え
て
の
パ

ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
た
。
一
般
の
人
も
一
緒
だ

が
、
半
分
ぐ
ら
い
は
パ
ラ
軍
団
。
座
り
込
ん

で
ビ
ー
ル
を
飲
む
人
、
女
流
棋
士
と
話
を
す

る
人
（
口
説
い
て
い
た
の
で
は
な
い
ｌ
水
上
）

女
流
棋
士
と
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
る
人
な

ど
な
ど
、
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
終
了
後
も
二
次
会
へ
出
か

け
、
夜
の
街
に
大
ト
ラ
の
雄
叫
び
が
こ
だ
ま

し
た
の
は
一
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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零

四
日
市
の
整
備
さ
れ
た
町
並
み
を
歩
く
と

じ
き
に
コ
ン
サ
ー
ト
も
良
い
音
で
聴
け
そ
う

な
モ
ダ
ン
な
建
築
物
が
現
わ
れ
て
く
る
。
は

て
詰
将
棋
の
大
会
に
は
派
手
す
ぎ
る
。
一
瞬

会
場
を
間
違
っ
た
か
な
と
思
っ
た
が
、
今
回

は
《
東
海
将
棋
フ
ァ
ン
の
集
い
》
の
一
環
で

行
わ
れ
る
事
を
思
い
出
す
。
会
場
は
既
に
中

学
生
や
ら
若
い
女
性
や
ら
、
ア
マ
強
豪
ら
し

き
人
々
で
ご
っ
た
が
え
し
て
い
る
。
駒
音
も

高
く
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
熱
戦
に
は
目

も
く
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
詰
棋
党
は
奥
へ
奥
へ

と
突
き
進
む
。
そ
う
で
す
。
最
も
奥
ま
っ
た

所
、
何
も
な
さ
そ
う
な
所
に
行
け
ば
、
そ
こ

が
詰
将
棋
の
集
ま
り
な
の
だ
。

と
言
っ
て
我
ら
詰
棋
人
の
会
が
暗
い
訳
で

は
な
い
。
た
だ
我
々
の
活
発
で
明
る
い
活
動

は
一
般
常
識
的
な
道
具
や
言
語
を
必
要
と
せ

ず
、
は
た
目
に
は
只
じ
い
つ
と
座
っ
て
い
る

だ
け
に
見
え
る
の
だ
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
将
臆
掛
盤
が
並
べ
て
あ
る
が
、

東
海
将
棋
フ
ァ
ン
の
一
人
が
警
察
か
病
院
に

通
報
し
な
い
為
の
予
防
手
段
に
過
ぎ
な
い
。

岡
田
会
長
の
挨
拶
が
終
わ
る
と
注
目
の
看

寿
賞
の
発
表
と
表
彰
式
。

短
編
は
該
当
作
な
し
。
中
編
は
は
相
馬
慎

一
氏
の
詔
手
詰
。
長
編
は
添
川
公
司
氏
の
噸

手
詰
。そ
し
て
添
川
氏
は
欠
席
の
為
、
相
馬
氏
の

み
の
受
賞
式
と
な
っ
た
の
だ
が
、
な
ん
と
、

手
違
い
で
表
彰
状
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
！

で
も
渡
す
筈
の
森
田
副
会
長
も
受
け
取
る
筈

の
相
馬
氏
も
一
向
に
動
ず
る
風
が
な
い
。
さ

ら
り
と
授
賞
作
の
鑑
賞
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

ウ
ー
ム
、
さ
す
が
は
詰
棋
人
。

司
会
が
聞
き
役
で
名
局
を
披
露
し
授
賞
式

は
っ
っ
が
な
く
終
了
し
た
。
（
賞
状
が
な
い
の

で
入
れ
る
筒
が
な
い
）

本
日
の
司
会
は
今
大
会
の
世
話
人
で
も
あ

る
関
呑
舟
氏
。
鬼
の
呑
舟
が
ニ
コ
ニ
コ
優
し

い
顔
で
挨
拶
さ
れ
る
と
、
こ
の
先
何
が
あ
る

や
ら
不
気
味
な
感
じ
が
し
て
く
る
。

看
寿
賞
授
賞
式
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次
に
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
が
始
ま
る
壱
一

普
段
詰
パ
ラ
誌
上
で
お
な
じ
み
の
顔
と
名
前

が
一
致
す
る
の
は
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
愉
快

な
話
も
聞
け
て
、
あ
っ
と
言
う
間
に
時
が
過

ぎ
る
。印
象
に
残
っ
た
話
を
二
、
三
掲
げ
る
と
、

山
下
雅
博
「
肥
才
か
ら
２
作
づ
っ
入
選
す
る

と
銘
才
で
同
人
入
り
達
成
」
と
は
見
事
な
構

想
。門
脇
芳
雄
「
詰
将
棋
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
９
８
レ
ベ
ル
で
ス
ピ
ー
ド
検

索
が
出
来
そ
う
で
す
」
と
の
事
で
、
作
家
に

と
っ
て
近
い
将
来
に
大
変
な
武
器
が
手
に
入

り
そ
う
。

原
田
章
雄
「
女
か
ら
逃
げ
て
、
東
京
に
行
っ

た
ら
競
馬
で
当
た
っ
て
長
逗
留
。
そ
の
ま
ま

全
国
大
会
に
来
た
が
、
帰
り
に
関
西
競
馬
を

や
っ
て
ゆ
く
の
で
、
ま
た
ま
た
い
つ
帰
れ
る

か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
訳
で
詰
恋
会
会
報

大
い
な
る
発
言

そ
れ
か
ら
私
の
最
も
苦
手
な
萱
詰
将
棋
カ

ル
ト
Ｑ
《
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
》
の
始
ま
り
。

こ
れ
が
絶
大
な
る
人
気
が
あ
る
と
は
ね
ぇ
。

古
今
の
名
作
の
初
手
（
な
い
し
は
数
手
）
を

聞
い
た
だ
け
で
作
者
・
作
品
名
を
当
て
ろ
と

言
う
の
だ
か
ら
、
ど
だ
い
私
に
は
無
理
な
相

談
で
あ
る
。

さ
て
、
予
選
は
水
上
仁
、
田
原
宏
、
角
建

逸
、
栗
山
義
史
、
相
馬
慎
一
、
山
下
雅
博
が

通
過
し
、
決
勝
は
水
上
、
山
下
の
対
決
。

結
局
、
人
間
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
異
名
を
取

る
山
下
雅
博
氏
の
優
勝
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
逆
の
ク
イ
ズ
と
言
え
る
、
王
か
ら

順
に
駒
を
配
置
し
て
作
者
・
作
品
を
当
て
る

ク
イ
ズ
を
始
め
た
が
、
こ
れ
も
山
下
氏
の
優

勝
で
、
こ
れ
か
ら
は
山
下
氏
ぬ
き
で
や
ろ
う

と
言
う
声
が
出
る
。

（
詰
将
棋
同
人
誌
）
の
発
送
は
も
う
少
し
待
っ

て
」
と
無
茶
苦
茶
な
話
に
全
員
爆
笑
。

詰
将
棋
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ

こ
の
他
に
、
鈴
木
芳
己
・
佐
藤
宗
弥
共
著

の
「
う
づ
潮
」
が
参
加
者
全
員
に
贈
呈
さ
れ

た
り
、
岡
田
会
長
の
《
あ
ぶ
り
だ
し
組
曲
・

ミ
エ
》
や
香
龍
会
提
供
《
初
型
曲
詰
・
ト
ウ

カ
イ
》
を
正
解
す
る
と
記
念
品
が
貰
え
た
り

で
参
加
費
千
五
百
円
は
安
い
。

~
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ご
用
と
お
急
ぎ
で
な
い
方
は
、
こ
れ
か
ら

が
本
番
な
の
だ
。

今
回
は
プ
ロ
棋
士
も
交
え
、
指
将
棋
と
の

親
睦
美
パ
Ｉ
テ
ィ
ー

合
同
パ
ー
テ
ィ
ー
室

明
日
の
決
勝
戦
の
抱
負
等
を
ア
マ
強
豪
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
最
中
に
あ
ま
り
騒

ぐ
わ
け
に
も
い
か
ず
、
我
が
同
志
達
も
暫
く

は
借
り
て
き
た
猫
。

だ
が
、
そ
の
う
ち
写
真
の
如
く
、
完
全
に

我
々
の
会
と
の
錯
覚
を
始
め
る
。
勿
論
パ
ー

テ
ィ
ー
は
時
間
ど
お
り
健
全
に
終
了
す
る
の

で
、
余
っ
た
パ
ワ
ー
は
二
次
会
に
注
が
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
詰
棋

人
達
の
輪
郭
が
次
第
に
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

棋
力
、
作
風
、
得
意
分
野
、
性
格
、
好
み
、

弱
点
、
テ
ン
ポ
、
酒
力
、
な
ど
の
情
報
が
酒

の
力
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
、
歪
曲
さ
れ
、
性

々
に
寸
断
さ
れ
な
が
ら
相
手
に
伝
わ
る
。
こ

れ
で
詰
バ
ラ
誌
上
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
棋

友
が
１
０
０
年
の
友
と
な
る
。

こ
れ
だ
か
ら
全
国
大
会
は
や
め
ら
れ
な
い
。

忙
し
く
て
先
に
帰
ら
れ
る
方
や
、
ま
だ
全
国

大
会
未
参
加
の
方
に
こ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
お
見
せ
し
た
い
。

い
つ
も
だ
と
翌
日
は
慌
た
だ
し
く
帰
る
の

だ
が
、
指
将
棋
の
会
は
こ
の
日
も
あ
る
。
会

場
の
賑
わ
い
に
誘
わ
れ
て
、
つ
い
つ
い
の
ん

び
り
し
て
し
ま
う
。

翌
日
の
お
ま
け
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ふ
と
見
る
と
写
真
の
怖
い
お
じ
さ
ん
が
大

道
将
棋
を
や
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

「
オ
ッ
、
お
兄
さ
ん
は
強
い
！
」
な
ど
と
軽

口
を
飛
ば
し
て
客
を
う
ま
く
サ
バ
い
て
い
る

の
は
門
脇
芳
雄
氏
。
よ
く
見
る
と
客
よ
り
も

御
本
人
の
方
が
楽
し
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
隣
で
は
《
駒
作
り
を
楽
し
む
会
》
が

見
事
な
彫
駒
、
彫
埋
、
盛
上
駒
を
展
示
即
売

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
趣
味
で
作
っ
て
い

る
と
か
で
、
材
と
い
い
、
入
念
な
仕
上
げ
と
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い
い
、
全
く
安
い
の
一
言
。

暫
く
あ
っ
ち
が
い
い
い
、
こ
っ
ち
が
い
い
、

と
見
て
い
る
う
ち
に
人
だ
か
り
が
次
第
に
増

え
て
く
る
。
結
局
、
私
と
栗
山
義
史
、
大
村

昌
利
、
関
呑
舟
の
各
氏
が
買
う
事
に
な
る
。

前
日
、
詰
工
房
の
本
が
売
れ
た
代
金
が
あ
る

と
か
で
、
「
こ
の
金
が
あ
る
か
ら
悩
む
な
あ
」

と
言
っ
て
い
た
柳
田
明
氏
が
ど
う
さ
れ
た
か

は
不
明
。

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
報
告
は
終
り
。
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持
駒
角
金
桂 提

案
★
全
国
大
会
で
解
答
番
付
上
位
の
表
彰
、
短

評
賞
、
そ
の
他
楽
し
い
賞
を
増
や
し
た
い
。

★
今
回
の
よ
う
に
大
道
将
棋
や
駒
の
即
売
会
、

作
品
集
の
販
売
が
あ
る
と
楽
し
い
。

★
遠
路
の
珍
客
、
初
参
加
の
人
は
特
に
念
入

り
に
紹
介
し
た
い
。

★
記
念
写
真
は
出
来
る
だ
け
全
員
で
撮
り
た

い
が
大
人
数
だ
と
プ
ロ
の
手
が
要
る
か
も
。

で
は
、
次
の
壷
杢
尿
夫
公
云
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
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